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平成２７年度藤枝明誠高等学校評価                                         平成２８年４月１日   
     
                        ※ 評価基準 Ａ：十分に実践されている、Ｂ：ある程度実践されている、Ｃ：不十分である、Ｄ：わからない   
 
教育目標 

 
「学園は、教える者と教えられる者とが、相互の信頼によって相互に生かされる精神的な共同体」という理念の下、知・徳・体を錬成し、調和ある人間像を確立する。 

 
経営方針 
 

 
「自律的な精神」、「思考力と創造的な知性と技量」「自然愛や人間愛を大切にする豊かな情操」を培う。また、日本人としての美徳を育て、実践的な社会性を養うと
ともに、国際化・情報化社会のフロントランナーとして、社会貢献できるフェアなリーダーとしての資質を培う。 

 
本年度重点目標 

 
Ⅰ学習指導の充実   Ⅱ  進路指導の充実    Ⅲ心豊かでさわやかな生徒の育成    Ⅳ  広報・渉外活動の充実     Ⅴ  教育施設・設備の活用 

 
 重点目標 
 

 
  評価項目 
 

 
 具体的な方策または評価項目を評価する具体的 
 な指標             【   】は数値的目標 

 
 ２７年度実施結果(  成果は〇､改善すべき事項は◇) 
  ※丸数字は左欄丸数字の項目に対応 

 
自己
評価 

 
学校関係者 
評価 

 
    備   考  
(学校関係者の意見、提言等) 

 
Ⅰ  学習指導の 
  充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
授業改善への取
り組み 
 
 
 
    
 
 
 
 

 
①生徒の学習意欲が高まるような分かる授業を
 実践するとともに授業改善に努める。 
 
【生徒の授業満足度(満足+どちらかといえば満足の比率)95%】 
【信頼できる先生がいる(そう感じる比率)80%】 
 【授業満足度(生徒)と自己考査(教員)を年４回実施
】 
②普通科と英数科間、各クラス間、各教員間の 
指導の格差を改善し、指導の共通化を図る。 
③定期テスト後に教科検討会を開催し、学力定   
着度の検証及び教科指導の改善を行う。【年3回実施】 

 
①〇生徒の授業満足度調査)､授業に対する教員自己考査とも4 回実施し、授業改善に役立てた。 
  〇数学特任講師による若手数学教員への個別指導は効果的であった｡ 
  ◇授業満足度調査結果後の各自の授業改善が不十分である｡    
 〇【生徒の授業満足度(満足+どちらかといえば満足)の比率 ９５ %】 
  〇【生徒ｱﾝｹｰﾄでの信頼できる先生がいる(そう感じる)比率８０%】 
②◇｢理解させるための根気強い指導｣や英数科と普通科の指導格差、クラス間や教員間の指導の格差改善を 
    さらに進めたい。 
  ◇普通科の学力向上への取組が必要である。 
③◇教科検討会は、全学年の状況を把握する会議には至らず､学年､ｺｰｽ､担当者による情報交換に留まっ 
   た｡   ◇【年１、2回実施】 

 
 
 
 
 
 Ｂ 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 Ｂ 
 
 
 
 
 

 
〇授業改善に努め、信頼できる教員の比率が 80 %は素晴   
らしい｡ 
〇授業で勝負する明誠のスタイルを今後も続けてほしい。 
〇実績が向上しているので、成果が出ている。 
◇まだまだ英数科と普通科との学力及び指導格差を感じる。 
 
 
 
 
 

 
学力の定着と向
上に向けたきめ 
細かな指導 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①放課後プロジェクトや９時まで学習の一層の
 活性化を図る。    【９時まで学習参加率 65%
】②予習、復習、宿題の提出・点検指導等の徹底
   を図る。      【復習テスト年５回実施】 
③英語検定指導等を継続して組織的に行う。 
       【英検２級以上の合格者 220名以上】 
④学力の基礎である国語力(文章読解や表現力)
 の向上のための取り組みを行う(論理エンジン
 の一層の充実・活用等)。 
 
 
 

 
①◇放課後ﾌﾟﾛｼﾞｴｸﾄは 3年の参加は多かったが、全体的参加率は減少傾向にある。 
  ○9時まで学習は学力の定着、向上に対して一定の効果があった。 
  ◇【9時まで学習参加率約６５%】 
②○復習ﾃｽﾄを予定通り実施した｡○【復習ﾃｽﾄ年5回実施】 
  〇各教科において､きめ細かな指導が実践された｡各学年とも｢学習記録表｣を毎日記録するよう指導した｡ 
  朝学習で英語や文章読解等を実施し、効果があった｡1学年は日本語能力検定問題を学習した｡ 
  ◇暗記ではなく内容の理解を求めるようなﾃｽﾄ問題の工夫がまだ不十分である｡ 
③○英検２級以上合格者は目標を上回り大きな成果であった。またGTEC(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力ﾃｽ
  ﾄ)も実施した｡これらの取り組みにより英語の学力が向上した｡ 
  ○【英検2級以上の合格者２２７名(内､準1級合格者が１２名）】 
④〇論理ｴﾝｼﾞﾝによる指導を２年生で実施し､国語力向上を図った｡模試での成績は向上した。 
  ◇全般的には依然国語力の向上は課題であり、引き続き国語力向上に努めたい｡ 

 
 
 
 
 
 
 Ｂ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 Ａ 
 
 
 
 
 
 

 
○9時まで学習は大変有効であり、ありがたい。 
○英検2級以上の合格者２２７名は成果として十分であ  
る。指導のたまものである。 
○英検の対策・指導が充実している。 
〇実績が向上しているので、成果が出ている。 
○◇英検、GTECに今後も挑戦していってほしい｡今後
 の社会ではTOEICも重要である｡ 
 
◇9時まで学習の参加率を上げたい。 
 
 
 

 
Ⅱ  進路指導の充
  実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
進路希望の達成 
に向けたきめ細
かな指導 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①進路講話や個別面談、総合的な学習等(キャリ
 ア教育の推進を含む)により目標設定と進路意
 識の早期確立を図る。 
②教員の教科・進路指導の力量向上を図る。 
③教科検討会で模擬試験結果の検討を行い、生 
徒各個人に対応した指導を行う。 
               【年３回実施】 
④大学への現役合格達成を図る。【現役合格 95%
】 
⑤進路希望が達成され、生徒が満足できるよう 
な進路指導を行う。 
【｢個々の希望に応じ、充実した進路指導が行わ
 れている｣で、｢そう感じている｣の比率 82%】 

 
①〇各学年とも進路情報誌の活用や進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽを積極的に実施した｡1学年は｢夢ﾅﾋﾞｼｰﾄ｣の 
 活用､2学年は大学教員による学部学科説明会や大学ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ参加奨励など進路意識の高揚  
を図った｡保護者対象進路ﾏﾈｰｶﾞｲﾀﾞﾝｽも実施した(2年)｡生徒個別面談も積極的に実施した｡ 
  〇国際教養ｺｰｽでは､外部講師による講話や関係大学訪問等により､国際的な視野の拡大や進路の明確化が
    促進された｡また､留学生2名の受け入れにより､外国文化への興味関心、異文化理解が深まった｡ 
②〇教科・進路指導力の向上に向け､各教員が個々に研鑽に努めた｡ 
③◇教科での模擬試験結果の検討会は定期ﾃｽﾄ後の検討会とあわせた形で実施したが不十分であった｡ 
 ◇【年１、2回実施】 
④◇大学現役合格率は９３%であった。◇【現役合格９３%】 
⑤◇生徒の進路指導に対する満足度は良好であった｡ 
  ◇【生徒アンケートにおける｢個々の希望に応じ､充実した進路指導が行われているか｣で､｢そう感じてい
    る｣の比率84%】 

 
 
 
 
 
  
  
 Ｂ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 Ａ 
 
 
 
 
 

 
〇生徒も満足している様子なので、きめ細かな指導がなされ
 ている。 
〇きめ細かな指導がなされていることに感謝している。 
〇常に大学進学を意識した指導がされているので、生徒は   
 それを意識して学習やテストに臨んでいる。 
〇留学生の受け入れも大変進路指導の活性化につながってい
 る。 
○大学現役が伝統になっている。 
◇大学現役合格率が 95%の目標に達しなかったのは残念で
 ある｡ 
 
 

 
難関大学等の合 
格に向けた指導 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①難関大学を含めた国公立大学及び難関・中堅 
私立大学に合格できるような学習･進路指導を 
推進する。大学合格目標を以下に設定する。 
 【東大、京大、国公立大医学部計３名以上。 
  旧帝大計 1５名以上、静大・静岡県大・静岡 
 文芸大計３０以上、国公立大学計８０名以上、 
 早大・慶大計１０名以上、ＭＡＲＣＨ・東京 
 理科・関関同立計８０名以上合格】 
②東大、京大等の入試問題研究を行い、合格へ 
向けての効果的な指導を研究する。また、大 学
入試対策セミナーに積極的に参加し、その 研修
内容を職員間で共有する。 
③新大学入試制度に向けての研究・研修を行う。 
              【参加教員②と③で合計 10名】 
④３年生対象に、入試実力養成のための放課後 
特別講座を実施する。      

 
①〇各学年とも模試( 2、 3年生は難関大学模試などを含め)を積極的に活用し､学力の養成を図った｡ 
  〇〈大学合格状況〉  
   教員の熱心な指導により､東大､京大､早大､慶大等を含む難関国公立大･私立大に多数合格した。国公立
   大、中堅私立大等にも多数合格した。 
 【東大､京大、東工大など旧帝大等 7名、静大・静岡県大・浜松医大、静岡文芸大計 26名を含む､国公立大  学
に  ７ 4名合格｡ 早大 6名､慶大 3名、上智２名、MARCH･東京理科･上智・関関同立合計 90  名合格
】 
  〇模試成績は全学年とも良好であった｡特に2､3年は良好であつた｡ 
②〇各教員が夏休みに東大､京大等の入試問題を研究した｡ 
③○夏休み等の大学入試教員ｾﾐﾅｰには９名参加した｡また､新大学入試研修ｾﾐﾅｰに1名参加した｡  
 ◇大学入試教員ｾﾐﾅｰに参加する教員が固定化してきたのでより多くの教員が参加するようにしたい｡ 
                  〇【参加教員延べ１０名】 
④〇放課後、3年生の模試上位層に英語特別講座を週1回実施した｡また､数学等、放課後に入試対策として  
  個別指導を行った｡英語､数学の個別指導は大変効果があった｡ 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
 Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〇東大､京大、早稲田、慶応等にこれだけ合格すれば胸を張
 って成果が出たと言える。難関大学合格に向けての指導は
 正しい。 
〇とても素晴らしい進学の成果であった。 
〇模試を何度も受けていることが結果につながった。教員の
 熱心な指導の成果である。 
〇教員の研究や指導により生徒の受験に対する気持ちが高ま
 り、成果につながっている。 
〇英数科は結果が出ているので目標達成ができている。 
 
 
 
 
 
 
 



- 2 - 

  
 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 重点目標 
 
 

  評価項目 
 
 

具体的方策又は評価項目を評価する具体的指標 
                    【   】は数値的目標 
 

２７年度実施結果(成果は○､改善すべき事項は◇) 
   ※丸数字は左欄の丸数字の項目に対応している｡ 
 

自己
評価 
 

学校関係者 
評価 
 

   備   考  
(学校関係者の意見、提言等) 
 

Ⅲ  心豊かでさわ
  やかな生徒の 
   育成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会性や道徳心
の育成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①礼節を重視し、様々な場面で、マナーや社会 
的規範意識を育成する。正門一礼や予鈴黙想 の
励行なども継続して指導する。 
②校内外の美化や教室等の整理整頓に対する指
 導の徹底を図る。 
③交通マナーの指導を強化し、地域住民の苦情 
をなくすとともに交通事故防止を図る。 
           【交通事故 10件以内】 
④徳育を強化し、思いやりの心を育成するとと 
もに問題行動の発生を防止する。 
⑤生徒の様子の観察、生徒面談やいじめ調査等 
を活用して、いじめ行為の防止に取り組む。  ⑥
インターネットなどＳＮＳについての啓蒙を 
行い、問題発生を防止する。 
           【いじめ調査年２回実施】 

①〇礼節指導を継続して指導した。挨拶はかなり良好である｡ 
 ◇登校時の鞄の違反(リュツクサック使用、アクセサリー装着等)や、商店での振る舞い等、校外での社会道徳
   や一般常識の一層の向上が必要である｡ 
②○ｻｯｶｰ部､陸上部､ﾊﾞﾚｰ部､野球部等の自主的な清掃活動(早朝等)により､校地や学校周辺の環境
   美化ができた｡ 
  ◇ﾎｰﾑﾙｰﾑで清掃活動指導を行ったが､指導しきれない部分もあった｡ 
③○野球部の街頭指導や交通安全委員による街頭交通指導は交通安全推進に貢献した｡ 
  ◇交通ﾏﾅｰについてﾎｰﾑﾙｰﾑ等で繰り返し指導したが､地域住民から交通ﾏﾅｰに対する苦情が時折り
   寄せられた｡              ◇【交通事故１ 3件】 
  ◇自転車施錠点検を１０回実施したが､施錠車率は向上した｡ 
④⑤〇いじめ調査は２回(７月、１２月)実施したが、実施時期を早めたことにより､早期対応ができた｡いじ
   めに関する講話や調査､ｲｴﾛｰｶｰﾄﾞの 活用はいじめの防止に役立った｡ 
⑥◇SNSによる生徒間ﾄﾗﾌﾞﾙが1件発生し、指導を行い解決した。 
                   ○【いじめ調査年2回実施】  
                

 
 
 
 
 
  
 
 Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 

〇いつも生徒の挨拶に感心する｡ 
○社会性や道徳心は育成されている。 
○運動部の自主的な清掃活動、野球部生徒による毎日の街頭
 活動は素晴らしい。 
○卒業式や入学式での来校者への生徒の挨拶や案内はとても
  感じがよく、若さに溢れはつらつとしている。 
◇ゴミの分別等細かな点がなされていないのが残念である。 
◇自転車の並進走行など自転車マナーの向上を図りたい。 
◇交通事故を何とか一桁に減らしたい。 
 
 
 
 
 
 

 
基本的生活習慣 
の確立 
 
 
 
 
 
 

 
①欠席や遅刻等の減少を図る  。 
②正しい身だしなみの指導を徹底する。 
        【学年全体風紀指導年６回実施】 
③基本的生活習慣の指導を職員の共通理解のも
 とに実施する。 
④校則遵守の徹底を図る。                  
 
 

 
①◇生徒、教職員ともにｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ感染防止が不十分だっため､2月に患者が急増した｡ 
  ◇遅刻が減少するには至らなかった｡ 
②〇学年風紀指導を学年団の意思統一のもとで7回実施した｡服装面で大きな乱れもなく､ｽｶｰﾄ丈につい 
  ても良好であった｡              ○【学年全体風紀指導年 7回実施】 
③〇基本的な生活態度はある程度確立されていた｡ 
  〇乙女塾の実施等、女子指導は充実してきた｡ 
  ◇さらに職員の指導の共通性を図りたい｡ 
④〇生徒は校則をおおむね遵守していた｡ 
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 Ｂ 
 
 
 
 

 
〇風紀指導等は確立されてきたと思う。明誠のもう一つの看  
 板であり手綱を緩めずこれからも厳しい指導を望む。 
〇生徒の身だしなみが悪いという話は聞かない。 
〇乙女塾について子供から話は聞いている。内容をもっと知  
 りたい。 
◇インフルエンザの感染防止に教職員も努めてほしい。 
 
 

 
部活動の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①学習と部活動の両立を一層推進しつつ、生活 
面での指導も強化することにより、心身を錬 磨
し、自律的な精神と協調性を養う。 
        【部活動加入率８０％以上】 
②県大会や全国大会への出場及び各大会での上
 位進出を果たす。   
【県大会出場～全ての部、全国大会出場～４部】 
 
 

 
①○多くの生徒が部活動に加入している｡         ○【部活動加入率約81%】 
  〇各部のﾃｽﾄ前の集団学習が活発になってきた｡ 
  〇各部とも積極的な活動が行われ､対外活動だけでなく､服装､部室の美化等に大きな変化が出てきた｡ 
  ○試合の結果のみならず､各部活動を通じて人間形成にしっかりとした取組が出来るようになってきた｡ 
  ○部室点検を積極的に実施した｡ 
  ◇部室等の施錠の徹底が不十分であった｡ 
②〇ﾊﾞｽｹｯﾄ部､陸上部、棋道部、射撃同好会が全国大会に出場した｡野球部が東海大会に出場し､ﾊﾞﾚ
  ｰ部も私学東海大会に出場した｡ｻﾂｶｰ部､柔道部、吹奏楽部等も県大会で活躍した｡ほとんどの部が県
   大  会に進出した｡    〇【県大会出場~ほとんどの部､全国大会出場~ 4部】 

 
 
 
 
 Ａ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 Ａ 
 
 
 
 
 

 
〇文武両道の効果が出ている。 
〇文武両道は活発に行われている。 
〇部活動はメディアに取り上げられ、明誠の顔としても重要
 な役割を果たしている。今後も継続的に指導してほしい。
〇部活動の活躍が毎回楽しみである。いつも応援している。 
〇部活動の毎日の積み重ねが結果として出てよかった。生徒
 の自信につながっている。 
〇部活動は充実している。テスト前の集団学習も活発でよい
。 
 

 
Ⅳ  広報・渉外活
  動の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
効果的な広報活
動による学校理
解の促進 
 
 
 
 
 
 

 
①広報誌の発行、報道機関への周知等様々な手 
段を通して、本校教育に対する保護者や地域 社
会の理解を深める。 
②ホームページ(ＨＰ)の更新を積極的に行い、 
効果的な情報発信を行う。 
 【月当たり訪問者 9000以上、直帰率 40％未満】 
③地域の自治会等への情報提供や学校行事への
 招待等を積極的に行い、学校理解の促進と広 
報の推進を図る。 

 
①○地区会､学校広報誌｢初心｣発行など予定通り実施した｡ 
  〇ﾏｽｺﾐによる情報発信も積極的に実施した｡ 
  〇新たに部活動見学会(運動部、文化部とも)を秋に実施した｡ 
  〇地区会で出された質問や要望への回答を文書で配布した｡ 
  ○ﾊﾞｽｹｯﾄ部､棋道部､野球部､射撃同好会等の新聞やﾃﾚﾋﾞ等での報道により学校の周知が進んだ｡ 
②〇  HPの訪問者数が大幅に増えた。HPの更新を積極的に行い､内容の工夫も行った｡ 
   ◇  直帰率はさらなる改善が必要である｡  ◇【月当たり平均の訪問者２９９８７人､直帰率４４%】 
③〇入学式、卒業式、文化祭、体育大会に自治会役員を招いた｡ 
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〇広報活動はかなり進んだ。周りの声を聞いても評価は上が
 っている。 
〇広報活動は大変充実しているので感謝している。 
〇マスコミを上手に活用して、募集につなげてほしい。 
◇広報活動はずっと本校の課題になっていく。継続した努力
 が必要である。 
 
 
 

 
積極的な渉外活
動の実践 
 

 
 
 
 

 
①小中学校への積極的な学校訪問等により、募 
集の拡大を図るとともに、入学者の増加に有 効
な方策を検討・実施する。 
②県内中学生への募集を積極的に行い、引き続 
き東西部、中部近隣からの入学者を確保する。 
③県外募集の充実を図り、有為な生徒の確保に 
努める。【学則定員の確保】     

 
①②○積極的に募集の拡大を図った｡一日体験参加者は生徒1256人､保護者６００人､合計１８５６ 
 人であつた｡参加者の利便性を考え､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ申し込みを導入した｡ 
  〇志榛・小笠・静岡地区の中学校６７校への訪問を各４回行った。  
  ○高校入試の合格者数は、普通科が８１９人(単願１２３)、英数科が８５８人(単願４８)､合計１６７７人(単
   願１７１)であつたが、単願者が増加した。 
③◇福岡・札幌入試は、受験者が145人(昨年比24人増)であり、進学者は 3名であった｡ 
               ◇【  入学者 279名、学則定員に 81名不足  】 
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◇結果が数字に出ている。積極的に今後も渉外活動を続けて
 ほしい。 
〇広報活動は大変充実しているので感謝している。 

 
◇学則定員に達してほしい。少子化、公立学校の定員割れな
 ど、厳しい環境が続くが、募集活動に一層努力してほしい
。 
 

 
Ⅴ  教育施設・設
 備の活用 
 
 
 
 
 

 
安全で快適な教
育環境の実現 
 
 
 
 
 

 
①学習活動や部活動が安全かつ快適に実施でき
 るよう常に配慮する。 
②施設・設備のより有効な活用を図るとともに、 
  机・椅子の整備等、教育環境の整備に努める。 
③電気、紙等の節約を励行し、経費と資源の有 
効活用を心がける。 
④地震発生時の避難や防災に関する訓練等を効

 
①〇毎火曜日早朝に理事長点検を実施し施設の安全を確保した｡ 
  〇◇清掃活動に力を入れた｡改善された点と不十分な点の両面が見られた｡ 
  ◇校舎施錠について色々な方策を行ったが徹底しなかった｡ 
②〇剣道部の床の修繕を実施した。 
  ◇机､椅子､黒板等の劣化が見られる｡継続的な更新が必要である｡ 
③◇消灯、空調のスイッチオフ等の節電や、紙の節約などはまだ十分とは言えない｡ 
④○5月に防災避難訓練､8月に防災学習を実施し、防災意識を高めた｡ 
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〇施設・設備は十分だと思う。 
〇集積場に出すゴミなど、細かな指導も是非お願いしたい。 
◇校舎の施錠管理は何か事件等が発生してからでは遅い。職
 員間で徹底管理して安全に努めてほしい。 
◇危機管理、防犯意識の向上はもう少し努力すべきである。 
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 果的に実施し、生徒の安全を確保する。      
⑤原子力災害に対する避難計画を作成する。 
           【防災訓練年２回実施】 
 

  〇防災ﾏニュアルを常時活用できるように生徒手帳に添付にした。 
⑤◇原子力災害に対する避難計画は未作成であった。(藤枝市の指針が未発表のため) 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 


